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r第7回北方圏国際シンポジウム」開催のお知らせ

主催：紋別市・北方圏センター・オホーツク海・氷海

　　　　研究グループ

後　援：日本海洋学会　海洋気象学会　日本雪氷学会

　　　　日本気象学会

期間：1992年2月2日（日）一4日（火）

場所：紋別市市民会館紋別市文化会館

主旨：世界各国から海洋，気象，水産，生物，工学，

　　　　リモートセンシソグなどの学際的分野の研究

　　　　者，技術者を集めて，オホーツク海や氷海，寒

　　　　冷海域での諸間題について論議するものです．

　　　　主題　1　氷海の物理環境と海洋生物

2
3
4
5

オホーツク海と親潮

オホーツク海沿岸の水産

工学・リモートセンシング・測器

大気一海氷一海洋相互作用

　ファースト・サキュラーの請求と問い合わせは，下記

宛にお願いします．

〒094紋別市幸町2丁目紋別市役所企画調整課

　　　　オホーック海・氷海研究グループ事務局

　　　　　電話：01582－4－2111　内線：221

　　　　　FAX：01582－3－1833

1991年9月 29


